
ポイラ ょ う せ

tp; 4 差是 リベット月1 圧延鏑材 JIS G 3104 (1953) 

化学成分 ~-I 機械的 110 'i'1 州げ試験
極 fJi 号函巳. 号 t商 弘T 平炉または電気 転炉による場合引制iさ降伏点 !り|強 {II'び 1111げ 内 側 半 径

炉による場合
(1') 

P 8 I P I 8 I kg/mm' I kg/mm ' 試験片% 角度 1111 げ お冷 1111 げ

2 号 27以上
リベァ l.m H 延鋼材

8V 34 一 般川
0.050 0.050 0.060 0.050 34-41 180 ・ 密活

l 随 以下 以下 以下 以下
3 号 34以上

2 号 25以上

rp 8V 41 A 一 般 日i
0.050 0.050 0.060 0.050 41-50 180

0 

電E 官主
以下 以下 以下 以下

リベッ 1. JFj 3 号 30以上

圧延鋼材 2 樋
径s一x 19mm 以下は

0.040 0.050 l' X O.5 1:J ←七 の 0.5 (古
乙 8V 41 B ボイ ラJl j 41-48 特 2 号 21以上 180・ i~ i1~1 径 1 9mm をこえ

以下 Lよ F 23 以J るものは径の
0.75 (奇

リベッ 1. J11 圧延鋼材
8V 39 紛 í4' Jlj 

0.040 0.050 
39-46 21 以上 |特 2 号 23以上 180

0 由古川。略f 3 fill 以下 Lよ 卜

出u考 特 2 号試験片については Jl8 G 3103 の参考を参院1のこと.

定l冷 illilf試験 試験片をが， 650・C に加熱し，約 28 ・C の水中に急冷 L たのち， 表の規定により 1111 げる.

縦 庄試 験 径の 2 (，昔の長さの試験)\'を ~:'J 950 0 C に加熱したまや: ， lJít長のよ に至るまで縦方向に圧縮しても有容なきず ・われを生じて
。 3

はならない.

(注) 寸法およびその許容差についての説怖は省時 悶

第 5 表ポイラ片l 鋼管 JIS G 343� (1955) 

化 こ1- 耳見 分 % 
引張'lJlさ 降伏点 イ中 ひ

極 類 号

I Cu I Cr 8i s Mo kg/mm' kg/mm' 出C 

O~OL I 0 3，~，，， , 0~2LA I 0 ~~，5" I 0.~3，5_<. I 0.2,? 一 一 33 以上 18 以上 35 以上首P; 1 fill ' 8TB 33 I v~Ö.18 以下 - 0.60 以下 以下 以下

717137FIEF77十一 35 以上 18 以上 35 以上m 2 fiIl i 8TB 35 I v~Ö.l 8-0.35 -0.60 以下 以 F 以下

! 032 010 l O30 1 0叩 1 0悶 0. 20 一 一 位以上 26 以上川上ti~ 3 街 8TB 42A 以下 -0.35 1 -0.80 以下 以下 以下

|l om l 、 1 ーにti! 釘1 : 8T゚  38 I 0.12M I 012"̂  I 0.32 0.030 020 - 010 020 38 以上 21 以上 30 以上4 1m i 8T゚  38 1 v':0.20 1 v': o・ 50 . -0.80 I 以 F 以下以下 一
ポィー !H 鋼 持

プ M 叫 5極…刊日同 ， O.弘四直! 0.0 狗 a宮下 竺i白羽以上川上初以上,1-\ !> flll , 1:iTl:l j~ I -~Õ.20 I -0.50 -~Õ.80 1 

第 6 紐 STB42B 010 010 030 10 | 一 081020 0.200 45 42 以上 18 以上 30 以上! '" D 'I<D I -0.20 I -0.50 -0.60 以 F 以 l' 1 : -1.20 I -

! 8T゚  42C 1 o.~以5下 M40m -0ω 。β以30川ヤ~ 阻以 下 I 一 -1.20 ~05 6巧 42 以上 18 1:)J:: 泊b初-以U以I上上~
| 叶 B 鼠 S叩 ω 015 010 030 - -1 23250 叶 10 1 42 以上 18 以上l 描 以下 -O"SO -0.60 以1' 1 以 ド i

日1ì考 1. 1， .記化学成分の ffQI ;tトリ ベ分析の他である。

2 上表の降伏点(1幅i力にかえることができる .

3. ，早さ 8 mm 未満の管で 12 号沢験Jtを1/1 ，てリ I~~，試験を行う場合には {rjl U:の I止小 (iiíは管のj早さが 8 mm より減少すること lmm について

1.5 % の割合で表記のやl'ひか ら減 じたものとし小数点以 F ~11 (立をi'Y捨五入する.

(注) I 管 :i平炉または電気炉による銅見から 11mおよひ 2 阻は縦 t-1!!!í くまたは'm鋼か ら電気魁抗縦接によ っ て製造し. 3 甑から B 館までは継
十!な 〈製造す る.

2 管\1次表による熱処í'l!をほどこすも のとする。

ー一一 1 608-




